
　

白
子
町
で
本
格
的
な
タ
マ

ネ
ギ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の

は
、
大
正
１０
（
１
９
２
１
）

年
頃
の
こ
と
。
昭
和
初
期
に

は
早
生
種
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
昭
和
３９
（
１
９
６
４
）

年
の
栽
培
面
積
は
２
１
２
㏊

に
ま
で
な
っ
た
。
現
在
は
、

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
栽
培
面
積
は
約
４２
㏊
と
大

幅
に
減
少
し
た
が
、
平
成
１３

（
２
０
０
１
）
年
か
ら
『
白
子

た
ま
ね
ぎ
』
祭
り
、
そ
の
翌

年
か
ら
た
ま
ね
ぎ
狩
り
を
ス

タ
ー
ト
し
、
新
タ
マ
ネ
ギ
の

産
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
長
生
で
は

平
成
３０
（
２
０
１
８
）
年
、『
白

子
た
ま
ね
ぎ
』
を
商
標
登
録

し
た
。
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー

が
開
発
し
た
『
千
葉
白
子
町

の
新
玉
ね
ぎ
を
つ
か
っ
た
ハ

ン
バ
ー
グ
』
が
人
気
商
品
と

な
り
、
白
子
た
ま
ね
ぎ
の
知

名
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

白
子
の
土
壌
は
、
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
ん
だ
砂
質
土
で
、

水
は
け
が
良
い
の
が
特
徴
。

海
か
ら
の
適
度
に
水
分
・
塩

分
を
含
ん
だ
潮
風
が
、
タ
マ

ネ
ギ
の
生
育
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
白
子
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、

甘
く
て
辛
味
の
少
な
い
『
ソ

ニ
ッ
ク
』
と
い
う
早
生
種
だ
。

『
白
子
町
玉
葱
出
荷
組
合
』
組

合
長
の
大
矢
忠
一
さ
ん
は
、

「
九
十
九
里
浜
の
恵
み
を
受

け
て
、
甘
み
の
強
い
た
ま
ね

ぎ
が
育
ち
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
産
地
に
行
き
ま
し
た
が
、

同
じ
ソ
ニ
ッ
ク
で
も
、
白
子

の
ソ
ニ
ッ
ク
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東

京
の
市
場
に
出
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
量
が
少
な
く
、
多

く
の
人
に
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
白
子
で
、
と
れ
た
て
の

た
ま
ね
ぎ
の
美
味
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

語
る
。

　

タ
マ
ネ
ギ
に
含
ま
れ
る
成

分
・
硫
化
ア
リ
ル
は
、
疲
労

回
復
や
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
効
果
で
知
ら
れ
て
い
る
。

加
熱
す
る
と
効
果
が
低
下
し
、

水
に
も
溶
け
出
し
や
す
い
。

大
矢
さ
ん
お
す
す
め
の
食
べ

方
は
、「
表
面
の
皮
を
む
き
ス

ラ
イ
ス
し
て
、
水
に
さ
ら
さ

ず
、
お
か
か
と
醤
油
を
か
け

る
。
た
ま
ね
ぎ
の
良
さ
を
理

解
す
る
に
は
、
こ
れ
が
一
番
」

と
の
こ
と
だ
。
栄
養
効
果
の

高
い
生
食
は
も
ち
ろ
ん
、
煮

て
も
炒
め
て
も
美
味
し
い
新

タ
マ
ネ
ギ
。
町
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、

白
子
た
ま
ね
ぎ
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
を
公
開
し
て
い
る
。

　

た
ま
ね
ぎ
狩
り
に
参
加
す

る
に
は
ま
ず
、『
２
０
２
６
た

ま
ね
ぎ
狩
り
会
場
案
内
図
』

を
手
に
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
。

案
内
図
は
、
町
の
Ｈ
Ｐ
か
問

合
せ
を
。
町
内
に
点
在
す
る

約
４０
の
畑
の
中
か
ら
行
き
た

い
場
所
を
選
び
、
事
前
に
生

産
者
に
電
話
で
訪
問
日
時
の

確
認
を
取
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。
当
日
の
服
装
は
、
汚

れ
て
も
い
い
も
の
。
帽
子
・

軍
手
・
長
靴
も
忘
れ
ず
に
。

タ
マ
ネ
ギ
の
葉
を
切
り
落
と

す
ハ
サ
ミ
を
持
参
の
こ
と

（
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
で
Ｏ
Ｋ
）。

料
金
は
、
１０
㎏
が
２
０
０
０

円
、５
㎏
が
１
３
０
０
円
。（
５

㎏
の
取
扱
い
無
い
畑
あ
り
）。

大
矢
さ
ん
は
、「
お
子
さ
ん
の

貴
重
な
自
然
体
験
と
し
て
来

ら
れ
た
り
、
自
分
が
食
べ
る

も
の
を
直
接
生
産
者
の
畑
で

確
か
め
た
い
と
い
う
方
な
ど
、

毎
年
大
勢
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
」。
Ｊ
Ａ
長
生
・
北
部
営
農

購
買
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
、

「
毎
年
決
ま
っ
た
畑
に
来
ら

れ
る
ご
家
族
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
き
な
た
ま

ね
ぎ
が
と
れ
る
と
盛
り
上
が

る
の
で
、
生
産
者
さ
ん
に
よ
っ

て
は
、
小
ぶ
り
の
カ
ボ
チ
ャ

く
ら
い
大
き
く
育
て
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
、
説
明
す
る
。「
と
っ

て
楽
し
い
、
食
べ
て
美
味
し

い
収
穫
体
験
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
も
、
初
め
て
体
験
す
る

方
も
、
ぜ
ひ
白
子
に
お
越
し

く
だ
さ
い
」

 

『
第
２３
回
お
い
し
さ
一
番
「
白

子
た
ま
ね
ぎ
」
祭
り
』
は
、

５
月
１０
日
㈰
９
時
か
ら
１５
時

に
開
催
さ
れ
る
。
タ
マ
ネ
ギ

を
は
じ
め
、
地
元
農
産
物
・

海
産
物
の
販
売
と
、
約
６０
の

模
擬
店
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
す
る
。
白
子
た
ま
ね
ぎ

を
使
用
し
た
料
理
や
、
白
子

た
ま
ね
ぎ
を
加
工
し
た
「
た

ま
ね
ぎ
ワ
イ
ン
」「
た
ま
ね
ぎ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
、
地

元
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
に
も

出
会
え
る
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

和
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
・
ダ
ン

ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
逆
バ

ン
ジ
ー
や
お
化
け
屋
敷
は
子

ど
も
た
ち
も
飽
き
さ
せ
な
い
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
た
ま

ね
ぎ
の
つ
か
み
取
り
』
は
、

１
回
３
０
０
円
で
、
先
着

１
５
０
名
ま
で
。
両
手
で

い
く
つ
の
タ
マ
ネ
ギ
を
持

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
！
会
場
で
は
、
日

帰
り
温
泉
入
浴
サ
ー
ビ
ス

券
を
配
布
。
ヨ
ウ
素
を
多

く
含
む
天
然
温
泉
は
、『
黄

金
の
湯
』
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
商

工
観
光
課
の
担
当
者
は
、「
会

場
で
十
分
に
た
ま
ね
ぎ
を
味

わ
っ
た
後
は
、
白
子
温
泉
で

疲
れ
を
癒
し
て
お
帰
り
く
だ

さ
い
」
と
、呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
は
、
町
の

Ｈ
Ｐ
か
、
問
合
せ
を
。（
石
井
）

●
た
ま
ね
ぎ
狩
り　

問
白
子
町
役
場
産
業
課

☎
０
４
７
５
・
３３
・
２
１
１
５

問
Ｊ
Ａ
長
生　

北
部
営
農
購

買
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
５
・
３３
・
７
０
０
７

●
第
２３
回
お
い
し
さ
一
番
『
白

子
た
ま
ね
ぎ
』
祭
り

問
白
子
町
役
場
商
工
観
光
課

☎
０
４
７
５
・
３３
・
２
１
１
７

５
／
１０
㈰
９
時
～
１５
時
（
小

雨
決
行
・
荒
天
中
止
）

会
場
：
古
所
海
岸
前
広
場　

白
子
町
古
所
３
２
９
０
の
１１

 

潮
風
の
恵
み
が
引
き
出
す
甘
さ　

白
子
の
た
ま
ね
ぎ

  

第
23
回 

お
い
し
さ
一
番

　
　

   

『
白
子
た
ま
ね
ぎ
』祭
り 

５
／
10
㈰

    

た
ま
ね
ぎ
狩
り 

５
／
１
㈮
～
５
／
31
㈰

　

白
子
町
特
産
『
白
子
た
ま
ね
ぎ
』
が
、
今
ま
さ
に
旬
を
迎
え
て
い
る
。
町
の
商
工
観
光
課
で
は
、「
白

子
産
の
た
ま
ね
ぎ
は
甘
み
が
強
く
、
と
て
も
瑞
々
し
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
の
歯
触
り
に
定
評
が
あ

る
」
と
、
そ
の
魅
力
を
語
る
。
５
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰
の
期
間
は
、
町
内
約
40
の
畑
に
て
、
全
国
で
も

珍
し
い
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
『
た
ま
ね
ぎ
狩
り
』
が
行
わ
れ
る
。
家
族
や
友
人
連
れ
が
畑
で
タ
マ
ネ

ギ
を
掘
る
姿
は
、
白
子
町
な
ら
で
は
の
季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
た
。
５
月
10
日
㈰
に
は
、
町
内
古
所
海

岸
前
広
場
に
て
『
第
23
回
お
い
し
さ
一
番
「
白
子
た
ま
ね
ぎ
」
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
る
。
タ
マ
ネ
ギ
販

売
、模
擬
店
の
出
店
や
太
鼓
演
奏
な
ど
、「
白
子
た
ま
ね
ぎ
の
美
味
し
さ
を
丸
ご
と
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
、
年
々
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

美
味
し
さ
の
秘
密

たまねぎの肉詰め
スープ仕立て

い
ざ
白
子
へ
！

畑でたまねぎ狩り

たまねぎ
レシピ

おいしさ一番『白
子たまねぎ』祭り

たまねぎ狩り

お
い
し
さ
一
番
『
白
子
た
ま

ね
ぎ
』
祭
り
の
様
子

　

歯
周
病
と
い
う
の
は
歯
の

周
り
の
炎
症
が
進
み
歯
を
支

え
て
い
る
顎
の
骨
が
溶
け
る

病
気
で
す
。
自
覚
症
状
は
あ

ま
り
な
く
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
い
つ
の
間
に
か
顎
の
骨

が
吸
収
し
て
い
た
と
い
う

の
が
多
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん

き
っ
か
け
は
歯
の
周
り
の
プ

ラ
ー
ク
で
最
初
の
歯
肉
炎

と
い
い
歯
の
周
り
の
歯
肉
の

発
赤
や
腫
脹
を
伴
う
炎
症
で

す
。
こ
の
時
に
歯
ブ
ラ
シ

を
適
切
に
行
い
プ
ラ
ー
ク
を

ち
ゃ
ん
と
取
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
な
か
な
か
歯
周
炎
ま

で
い
か
な
い
の
で
す
。
で
す

が
特
に
歯
と
歯
の
間
の
プ

ラ
ー
ク
除
去
は
案
外
難
し
く

特
に
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
取

れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
こ
で
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

が
こ
れ
ま
た
歯
間
ブ
ラ
シ
の

扱
い
が
面
倒
な
の
と
細
か
い

作
業
な
の
で
歯
科
衛
生
士
に

診
て
も
ら
わ
な
い
と
ま
ず
で

き
な
い
の
で
す
。

　

歯
周
病
や
カ
リ
エ
ス
の
治

療
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ま
ず

は
歯
科
衛
生
士
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

歯
ブ
ラ
シ
・
歯
間
ブ
ラ
シ
が

ち
ゃ
ん
と
使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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い
わ
き
湯
本
の
豊
富
な
温

泉
で
、
６
つ
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
を
有
す
る
全
天
候
型
・
温

泉
リ
ゾ
ー
ト
「
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
（
運
営
：

常
磐
興
産
株
式
会
社　

本
社
：

福
島
県
い
わ
き
市
）」。
一
年
中

常
夏
の
大
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
水
着
で

遊
べ
る
屋
外
施
設
ス
パ
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
オ
、
フ
ラ
ガ
ー
ル

シ
ョ
ー
や
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ナ
イ

フ
ダ
ン
ス
、
世
界
最
大
級
の

大
露
天
風
呂
「
江
戸
情
話
与

市
」
な
ど
、
南
国
ム
ー
ド
あ

ふ
れ
る
な
か
、
お
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
季
節
ご
と

に
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
。
詳
細

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

 

・
営
業
：
１０
時
～
２１
時
半 

・
料
金
：
大
人
３
５

７
０
円
～
４
６
２
０

円
、
小
学
生
２
２
５

０
円
～
３
３
０
０

円
、
幼
児
（
３
歳

～
）
１
６
４
０
円
～

２
６
９
０
円

問
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ　

福
島

県
い
わ
き
市
常
磐
藤

原
町
蕨
平
５０ 

☎
０
５
７
０
・
５
５
０
・
５
５
０

●
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
入
場
招
待
券
を
２
組
４

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

入
場
券
の
有
効
期
限
は

２
０
２
６
年
１２
月
３０
日
ま
で
。

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
。

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
シ

テ
ィ
ラ
イ
フ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
招
待
券
係
ま
で
。
５
／
７

㈭
必
着
。

宛
先
：
〒
２
９
０
の
０
０
５
６

市
原
市
五
井
４
８
７
４
の
１

FAX
０
４
３
６
・
２１
・
９
１
４
２

メ
ー
ル kiji@cl-shop.com

  

ペ
ア
入
場
券 

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

 

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸ、メール、郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。

　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●シツデン音楽教室　ピアノ、フルート、バイオリン、
声楽（シニアボイトレ含）　   0120-00-4210

●未経験者大歓迎！整備・営業スタッフ募集　シニア
世代の方も活躍中・経験問わず　時給1,150円～応相
談　時間：９～ 17時・応相談　資格：普通自動車免許、
自動車整備士免許　勤務地：市原インター店（村上）、
本店（江古田）　休日：火曜・その他　社保完備、交通
費支給　ダイワオート　☎0436-20-3900　

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　満足度100％　創業56年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン

どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３

●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004
● G W限定！ジェフ オリジナルステッカー プレゼント
キャンペーン　４／ 24㈮～５／ 10㈰　ペリエ千葉内・
対象９ショップ　限定コラボオリジナルステッカー・
10種10,000枚をランダムで、１会計5,000円(税込)以
上の買物をした方に　中には選手の直筆サイン入りス
テッカーもあり　詳細はペリエ千葉 H Pにて

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /
またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●子猫差し上げます　３／１生　雑種　茶色っぽいオ
ス１・メス１　黒っぽいオス１　部屋飼い希望　
長柄町・星川　☎090-2302-8122

●健康麻雀　㈮13～ 16時　三和コミュニティセンター
１回200円　見学歓迎　☎090-6546-4236
●合唱 コール・シェーン　第２・４㈬　13〜 15時　
やわたパレット　講師のピアノ伴奏で様々なジャンル
の歌を歌う　１回1,700円、初回無料　入会時歌集購入

（1,100円）　澤本　☎0436-41-0607

●おもちゃ病院いちはら　５／１㈮・五井公民館　
15㈮・市原市社会福祉協議会４階　ともに13～ 15時
壊れたおもちゃを修理回復　修理は無料、部品代のみ
有料　石川　☎090-7716-4611
●企画展・暗闇をくぐってみたら P a r t１竹内公太展 

「のののののまつり」　５／１㈮～６／ 28㈰　平日10
～ 17時、㈯と㈷前日９時半～ 19時、㈰㈷９時半～ 18時
㈪休館・㈷の場合は翌平日　市原湖畔美術館　改修工
事中の美術館、真っ暗な入口をくぐると、そこは異世
界〈アナザーワールド〉　竹内公太による石碑や遺構を

取材した映像インスタレーション　４カ月の市原での
フィールドワークをベースに、自然の移ろいとともに
太古から流れてきた時間を遡る　祀りと政が重なり
合う異空間へ　一般800円、大高生と65歳以上600円、
中学生以下無料　☎0436-98-1525
●内田真理展・かえりみちを探す　５／１㈮〜７／
26㈰の㈮㈯㈰　11〜 17時　夏庭（長柄町榎本479）　
無料　母の実家を改装しギャラリーとして10年、版画
家としての自身の作品を展示　☎070-3121-5031
●ひきこもりのおしゃべり会　５／２㈯　13～ 15時
辰巳公民館　金子　☎0436-74-7617　
●航空科学博物館のイベント　 千葉県警察航空隊・空
のおまわりさんのおはなし：５／３㈷10～ 14時 　
入館料のみ　90名　警察用ヘリコプターの活動、整備
士の体験談など　警察車両展示、マスコットキャラク
ター「シーポック」も登場予定　A N A客室乗務員のお
はなし：５／４㈷　13～ 14.時　入館料のみ　 100名
現役の客室乗務員による仕事の魅力や体験談など　ス
プリング・ジャパン 客室乗務員訓練体験：５／５㈷ 10
時半～ ・13時～　入館料のみ　各回30名・当日受付・
要整理券　訓練用機体の見学や緊急脱出体験など　
グッズ販売もあり　入館料：大人900円・中高生400円・
４歳以上～小学生300円　☎0479-78-0557
●ガーデン・オープン・チャリティ　５／４・５㈷　
10〜 16時　平山邸（匝瑳市安久山197）　大人500円・
中学生以下無料　お茶のサービスあり　収益は国境な
き子どもたちなどへ寄付　☎ 090-5311-6799
●米沢（こめんさわ）の米づくり体験　５／６㈷田植え、
８／ 30㈰稲刈り、10／ 25㈰新米炊き体験と景観ウォー
キング　各日９時半～ 15時　市原市米沢堰下364（腰
巻堰そばの田んぼ）　米づくり文化に三世代が集う 
昼食はみんなで作って食べよう　動きやすい服装で、
着替え持参　参加費：1,000円（保険代・昼食代・管
理費）、子ども無料　市原米沢の森を考える会・こし
まきむら田自然学校　鶴岡　☎080-5526-8133
●覚えてる会　５／９㈯　10～ 12時　辰巳公民館　
１回100円　高齢者やもの忘れのある方で、生活上の
工夫や便利グッズによる対処法を話し合う　ミニ講座

「L I N Eで日記を」　☎0436-74-3384
●カフェもの忘れ・認知症とスマホ・パソコン相談室
５／９㈯　13～ 15時　辰巳公民館　200円　元もの忘
れ外来担当者が応相談　スマホパソコン教室は一般の
方の不調相談も歓迎、器機持参　☎090-9330-4722　
●ナザレン教会のイベント　絵本で聖書：５／９㈯13
時半～ 14時半・絵本の読み聞かせとおしゃべりタイ
ム　シニアの集い・銀の鈴：５／ 12㈫10時半〜 12時・
健康体操・ゲームと歌・脳トレ・交流など　両日とも
に無料、どなたでも　☎0436-21-0566

●真野古道再生プロジェクト　５／９㈯　11～ 15時
真野寺（南房総市久保587）　1,000円・ランチ付　小
学生以上15名・小学生は保護者同伴　地域の歴史が刻
まれた古道を「おさんぽ道」に再生　植物や歴史の解
説付きで歩き、整備作業を　詳細はH Pで　
●こどもの居場所フェスタ　５／ 10㈰　10時半〜 16
時　ウエルコミいちはら（南国分寺台） 　市民活動団
体、企業、行政、大学の20団体以上が参加　つながる、遊
べる、学べる　親子で楽しめる体験や様々なこどもの
居場所や取組みについて紹介　事前申込不要、入場無料、
入退場自由　☎0436-20-1090　
●姉崎を知る会　史跡巡り・古墳コース　５／ 10㈰　
９〜 12時　姉埼神社・大鳥居駐車場（平成通沿）集合
雨天中止　一般200円・学生無料　市原歴史博物館発行

「いちはらフィールドマップ・姉崎」の中の鶴窪古墳・
六孫王原古墳・天神山古墳・二子塚古墳など姉埼神社
周辺の県・市指定史跡全てを含む姉崎古墳群を案内　
事前申込み不要　☎090-3544-3728
●みんなの寺カフェ　顔ヨガ体験　５／ 10㈰　10～
12時半　西光寺（根田）　認知症や脳梗塞予防になる
顔ヨガ、読経や仏教紙芝居　大人500円・18歳未満無料、
昼食付　電話かメッセージで要予約・５／９〆切　
☎0436-22-7412　
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　５／ 10㈰　13～
16時　平日も可　大網白里市・かなり宅　入居率の高
い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素技術を動画
とオリジナル資料で分かりやすく説明　3,000円　 
☎090-4918-2388
●向井絵手紙教室市内合同展　前期：５／ 11㈪12時
～ 20㈬　後期：５／ 21㈭〜 31㈰15時まで　J R姉ヶ
崎駅市民ギャラリー　無料　１年間の学びと交流絵手
紙や石で作ったペーパーウエイトなどを展示　
☎0436-61-2392
●初夏・エメラルドの色を染める　５／ 12㈫　10〜
12時　茂原市五郷福祉センター　300円、シティライ
フ持参で無料　絹地の小スカーフを染める　エプロン
持参　要申込　帆足工房　☎0475-24-0800　
●スクエアダンス無料講習会　５／ 12・19㈫　19～
20時45分　鎌取コミュニティセンター　８人が心を合
わせて踊る、ゲームのようなダンス　幼児からシニア
まで　スキップスクエアーズ　☎090-4706-2342
●うたの集い　５／ 13㈬14時～　ウエルコミいちは
ら（南国分寺台）　300円　アコーディオン伴奏で、世
界の民謡や唱歌、フォークソングなどを楽しく歌う
歌にまつわるお話も　予約不要、当日会場で受付　車
は第２駐車場へ　鈴木　☎0436-62-4121
●かずさのくに国府探検会　５／ 13㈬　９時・国分
尼寺展示館駐車場集合　今富地区の古代～近世の史跡

（今富塚山古墳・今富廃寺・神代神社・宮原御所跡・円
満寺・根本本陣跡）を巡り、参勤交代の江戸道を歩く　
雨天中止　申込不要　200円　☎0436-23-1098
●ぬくもりカフェ　５／ 14㈭　10～ 13時　おやこ
食堂もぐもぐ（青柳・ほのぼの保育園敷地内）　300
円　おしゃべりテーマ「なつかしのあそび」　シニア
世代の方々、お困り事がある方など、どなたでも一緒
に過ごしましょう　医療関係者による血圧測定や健康
相談、前申込制の送迎サービスもあり　
☎080-3505-7903
●もの忘れ相談会　５／ 14・28㈭　12時半～ 14時　
岡本薬局みなみ店（五井中央西）　無料　薬の飲み忘れ、
約束忘れ、モノの置き場所忘れなどのお悩みに、もの忘
れ外来担当の言語聴覚士が応相談　☎0436-20-3731
●おもちゃ病院袖ケ浦　５／ 14㈭　９～ 12時　平岡
公民館　おもちゃの治療（修理）　不治か簡単完治時は
無料　部品交換時は部品代100～ 500円　申込不要、直
接会場へ　佐藤　☎090-4370-3796
●B r o o m   G a r d e n   M a r c h e　５／ 15㈮～ 17㈰ 
10時半～ 15時半　B r o o m   G a r d e n（いすみ市岬
町井沢1557-3）　花やハーブ咲く庭で、フード＆ドリン
ク、植物クラフト、古道具屋さんなどが出店　お楽しみ
ワークショップもあり　入場無料・雨天縮小開催　
東山　☎0470-62-5708　
●御宿ぷよテト祭り　５／16㈯　10～18時　御宿ホー
ル（御宿町須賀680-8）　参加1,000円、観戦のみ無料　
複数の部門にエントリー可能　テトリス部門・ぷよぷ
よ部門・2o n2部門　エントリー〆切・ 当日開始時刻ま
で　ゲスト：TEQWING e -Spor ts ぷよぷよ部門所属・
J e S U公認プロS A K I選手　詳細はセガ公式「ぷよぷ
よキャンプ」イベントページ　問合せはＥＹＥ・ＯＮの
メールへ：e y e . o n j u k u @ g m a i l . c o m
●岡本美孝・前千葉ろうさい病院長講演会　５／ 17
㈰　14～ 15時半　市原市市民会館・大会議室　無料
人生100年を健康で過ごすため、地域医療を賢く活用
する方法　どなたでも　電話かF A X、メールで要申込
５／ 10〆切　重田　☎080-4470-0096
f a x .043-248-2287
メール：s i g e0096000@ g m a i l . c o m　 
●スクエアダンス初心者講習会　６／４㈭～　18～
20時　やわたパレット　８人１組でカントリーウエス
タンの音楽に合わせて踊るウォーキング感覚のダンス
月会費：750円　５／ 21・28㈭に無料体験会　市原ファ
ミリースクエアーズ　泉水　☎0436-61-0227
●市原警察署・移動交番開設予定場所　４／ 28㈫10
時～ローソン市原若宮三丁目店　30㈭13時～南総公民
館　変更になる場合もあり
市原警察署地域課　☎0436-41-0110

申し込み方法

申し込み方法
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２
０
０
９
年
に
創
立
さ
れ

た
南
市
原
写
真
ク
ラ
ブ
。
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な

課
題
の
追
求
で
撮
影
し
、
そ

の
成
果
を
毎
年
写
真
展
で
発

表
し
て
い
ま
す
。
１８
回
目
と

な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
房

総
の
風
景
』。
作
品
を
発
表
す

る
メ
ン
バ
ー
は
１８
名
。「
１
人

２
点
ず
つ
出
展

し
、
す
べ
て
全

紙
サ
イ
ズ
の
作

品
３６
点
を
掲
示

し
ま
す
。
各
自

が
今
ま
で
撮
り

た
め
て
き
た
千

葉
県
内
の
作
品

を
、
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
」
と
メ

ン
バ
ー
。

　

会
期
は
５
月

１
日
㈮
～
６
日
㈬
、
１０
時
～

１７
時
（
最
終
日
１６
時
ま
で
）。

会
場
は
内
田
未
来
楽
校
（
市

原
市
宿
１
７
４
の
８
・
内
田

郵
便
局
奥
）、
駐
車
場
完
備
。

入
場
無
料
。

問
小
出
さ
ん

☎
０
９
０
・
２
６
６
１
・
５
５
６
７

  

南
市
原
写
真
ク
ラ
ブ
展 

ｖ
ｏ
ｌ
．１８「
房
総
の
風
景
」
開
催

撮
影
者
：
加
藤
清
市

　

県
立
千
葉
聾
学
校
（
千
葉
市

緑
区
）
の
野
球
部
は
、
こ
の
春

６５
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打

ち
、
３
月
２０
日
、
閉
部
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
同
野
球
部

創
立
は
昭
和
３５
（
１
９
６
０
）

年
。
関
東
聾
学
校
野
球
大
会

優
勝
８
回
、
秋
季
千
葉
県
高

等
学
校
軟
式
野
球
大
会
準
優

勝
２
回
と
い
う
好
成
績
を
収

め
て
い
る
。
聾
学
校
の
野
球

は
、
音
の
情
報
に
頼
ら
ず
、

デ
ー
タ
を
頭
に
入
れ
、
仲
間

と
の
信
頼
関
係
で
瞬
時
に
プ

レ
ー
を
判
断
す
る
。
中
高
６

年
間
で
培
う
『
伝
統
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
』
が
、
千
葉
聾
野

球
部
の
代
名
詞
だ
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
の
部
員
は
、
高

校
３
年
６
名
と
中
学
２
年
１

名
。
少
子
化
と
医
療
の
発
展

に
伴
い
、
聾
学
校
に
通
う
児

童
・
生
徒
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
部
員
の

増
加
が
見
込
め
ず
、
閉
部
は

顧
問
ら
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ

た
。
現
役
選
手
と
そ
の
保
護

者
に
閉
部
が
伝
え
ら
れ
た
の

は
、
１
年
前
の
３
月
。
最
終

監
督
と
な
っ
た
藤
田
正
樹
さ

ん
は
、「
何
度
も
話
し
合
い
を

重
ね
、
納
得
し
て
い
た
は
ず

だ
っ
た
の
に
、
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
」。
最
後
の
主
将
と

な
っ
た
大
塚
雄

太
さ
ん
は
、「
最

後
だ
か
ら
こ
そ

自
分
た
ち
で
優

勝
し
て
終
わ
ら

せ
た
い
と
厳
し

い
練
習
に
励
ん

だ
」
と
話
す
。

令
和
７
年
度
の

関
東
聾
大
会
で

は
、
大
宮
ろ
う

学
園
と
の
連
合
チ
ー
ム
で
３

位
の
成
績
を
残
し
た
。

　

閉
部
式
が
行
わ
れ
た
同
校

体
育
館
に
は
、
生
徒
、
職
員

を
含
め
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
保
護

者
、
関
係
者
ら
１
５
０
名
ほ

ど
が
集
っ
た
。
歴
代
の
優
勝

カ
ッ
プ
や
寄
せ
書
き
、
写
真

な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
一
角
で

は
、
来
場
者
の
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
て
い
た
。
Ｏ
Ｂ
の

榊
原
敏
博
さ
ん
は
、
昭
和
４２

年
第
１６
回
関
東
聾
大
会
で
初

優
勝
を
果
た
し
た
メ
ン
バ
ー
。

リ
ボ
ン
の
色
が
あ
せ
た
当
時

の
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
、
記

念
撮
影
を
し
て
い
た
。「
な
つ

か
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
」。
榊

原
さ
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る

の
は
、
平
成
６
年
卒
業
の
山

中
正
和
さ
ん
。
長
男
の
彪
太

郎
さ
ん
は
野
球
部
最
後
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
、
親
子
し

て
関
東
聾
の
優
勝
経
験
が
あ

る
。「
本
当
に
さ
み
し
い
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

ス
タ
ン
ド
の
熱
い
応
援
も

名
物
だ
っ
た
千
葉
聾
。
Ｏ
Ｂ

の
保
護
者
は
、「
閉
部
と
き
い

た
時
に
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
毎
年
、
試
合
の
応

援
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
私
た

ち
親
も
野
球
と
い
う
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
」
と
切
な
さ
を

語
る
。『
野
球
部
６５
年
記
念
誌
』

に
は
他
校
関
係
者
か
ら
、「
手

本
に
す
べ
き
チ
ー
ム
と
し
て
、

ず
っ
と
目
標
に
掲
げ
て
い

た
」「
顧
問
の
先
生
、
保
護
者

の
方
々
が
実
に
温
か
」
と
閉

部
を
惜
し
む
声
が
。
Ｏ
Ｂ
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
野

球
に
出
会
え
た
喜
び
、
先
生
、

家
族
、
仲
間
へ
の
感
謝
の
言

葉
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
、「
覚
悟
し
て

い
た
の
で
、
今
日
の
涙
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
の
人

が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
、
千
葉
聾
野
球
部

へ
の
愛
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
、
前
を
向
く
。

藤
田
さ
ん
は
壇
上
か
ら
呼
び

か
け
た
。「
千
葉
聾
野
球
部
で

や
っ
て
き
た
こ
と
は
絶
対
に

消
え
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
一

人
一
人
が
こ
の
チ
ー
ム
の
続

き
で
す
」　　
　
　
　
（
石
井
）

  
汗
も
涙
も
流
し
き
り 

最
後
は
笑
顔
で

    
千
葉
聾
学
校
野
球
部

           
65
年
の
歴
史
に
幕

最終監督・藤田正樹さん（右）

歴
代
優
勝
カ
ッ
プ

最
後
の
部
員
・
櫻
井
陽
空
さ
ん
の
ラ
ス
ト
ピ
ッ
チ


